



のか ―J. G. フィヒテの前期知識学における自然界の位置
と意味について―」 Daniel Breazeale Against Nature? On






























凡例 本稿は、2013 年 11 月 30 日に開催された第 17 回 handai metaphysica 特別講演会での Daniel Breazeale 教授による












恭順するという新たな教説が可能になるだろうと約束していた（BWL, GA, I/2: 150; SW, I: 66; EPW, p.135）。
2 例えば、フィヒテは 1798/99 年の、論理学と形而上学についてのプラトナー講義において次のように述べている。
「ア・プリオリな自然哲学の確立が可能だとしても、そしてたとえこれが実際に確立されるとしても、私にはそ
の能力がない」。代わりに、自分は最も一般的な自然法則を論じるに留めることにする、と彼は語る（GA, II/4: 
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を構築しようと努めたことによって生じたのである。
これら全てのことからして、フィヒテは自然および自然界について全く否定的な
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る領域として理解される。自然はどこまでも〈自我にとって〉異他的な
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いる。フィヒテが彼の『道徳論の体系』で述べているように、自然は「自由
から独立に確定され、規定されている」7 のである。
3 ベンヤミン・ヘイヤーによる、フィヒテの 1798 年プラトナー講義のデンマーク語手稿より（GA, IV/3: 222）。
4 バダーのヤコービ宛書簡、1806 年 6 月 16 日付（FiG, 3: 418）。
5 「自然哲学において、外的世界は主として否定的な意味を有してきた。それは主に人間の闘争と人間の達成感の
ための闘技場として存在する。……非我ないし自然は、単に限定的な概念に過ぎず、ほとんど我々の道徳的なエ
ネルギーのためのサンドバッグに過ぎない、とフィヒテは主張している」（Frederick Mayer, A History of Modern 
Philosophy ［New York: American Book Company, 1961］, p.336）。
6 フィヒテの自然哲学を「再構成」する野心的で詳細な試みとしては、Reinhard Lauth, Die transzendentale 
Naturlehre Fichtes nach den Prinzipien der Wissenschaftslehre （Hamourg: Meiner, 1984）を見よ。












































8 GEWL, GA, I/3: 150; SW, I: 339; EPW, p.250 および GWL, GA, I/2: 375; SW, I: 225; SK, p.298. この点については、
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〈arbitrium brutum〉と呼んだものの審級に過ぎず、真の
自己規定あるいは自由な意志





























10 この論題についての優れた議論としては、Sören Hoffmann, “ʻ… eine besondere Weise, sich selbst zu erblickenʼ: Zum 
systematischen Status der Natur nach Fichte,” Fichte-Studien 24 （2003）, pp.1-17 を見よ。




解を支持する（Eigne Meditationen/Practische Philosophie, 〈『根元哲学についての私独自の考察』、第 3 巻〉GA II/3: 
196 を見よ）。
13 WLnm, GA, IV/2: 48; FTP, p.150.「さて、機械的法則に服する自然それ自体は、本来的には変化しない。あらゆる
変化は自然の概念に反する。自然のそれ自身による変化だと我々に思えるものは、あの不変の〔機械的〕諸法則
によって起こるのであって、われわれがそうした法則を知悉するなら、われわれにとってはなんら変化ではなく、
持続するものであろう」（GNR, GA, I/3: 407; SW, III: 115; FNR, pp.10）。
14 議論の的となっているフィヒテの障害
4 4
の教説に関しては、Breazeale, Thinking Through the Wissenschaftslehre: 
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なのである。そこで、ここからは、自然がフィ
ヒテの実践哲学のコンテクストにおいてどうなっているか、そして自由な―つまり道徳的な
15 GEWL, GA, I/3: 185, SW, I: 392; EPW, p.284 および GA, I/3: 187-88; SW, I: 386-88; EPW, p.288-89 を見よ。
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を超越した出来事の全く
新しい連鎖をも規定しなくてはならない。即ち、自由は自然における
4 4 4 4 4 4
出来事を規定しなくてはな
18 SS, GA, I/5: 50, SW, IV, 34; SE, p.39.
19 「それ自身他の存在から流れ出るような存在はすべて必然的な存在であって、けっして自由の産物ではない」（SS, 
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である。自然界における活動の原理として見た場合、私は
単に物質的に身体化されているわけではなく、明確に分節化された身体






ⅰ 原著では “Beschaffenheit” の一語だが、英訳では “the specific constitution or the properties” と二義的に解されている
ので、それを尊重した。注 21 中の「活動主体／行為者」も同様。
21 「私の実働によって変化する事物あるいは自然の特殊的構造






ら客観的に見られるならば、不変的なものがこの同じ自然である」（SS, GA, I/5: 29; SW, IV: 12; SE, p.17）。
22 フィヒテは 1795 年 4 月／ 5 月付のイェンス・バッゲセン宛書簡の草稿において、彼の新たな哲学をこのように
形容している。
23 GNR, GA, I/3: 406; SW, III: 114; FNR, p.104.
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として理解されるべきだが、その理由
は私の外にある自然界に作用することが私にできる
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ということにあり、それはこの「私の内なる
自然」（つまり私の自然的衝動）が自由に企図された目的概念に従っている
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、それゆえ自我性そ
4 4 4 4 4 4 4 4
25 GNR, GA, I/3, 405; SW, III: 114; FNR, p.104.
26 この点については、Claude Piché, “La concept de nature chez Fichte,” Cahiers de la Revue Théologie et de Philosophie ［La 
nature: Thémes Philosophique Thémes d’actualité. Actes du 25° Congrés de l’Association des Sociétés de philosophie de 
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という点にある。そのような身体が無ければ、道徳的義務は
もはや特定の仕方で思惟すること
4 4 4 4 4 4
に過ぎず、特定の仕方で行為すること
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ことではな
く、陶冶する
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」31 として現れる。「根源的に与えられた」
ということでフィヒテが意図しているのは、端的に必然的に「思惟それ自身によって、まさにそ
29 SS, GA, I/5: 184; SW, IV: 291; SE, p.191.
30 フィヒテの自然概念のこうした側面は、クラウデ・ピシェによって前掲論文の中で強調されている。
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（ないし
純粋意志そのもの







ⅱ 著者による英訳を尊重した。ドイツ語の原文は “so geschieht es nicht auf unserem Gebiete, sondern auf dem seinigen”
であり、晢書房版フィヒテ全集では「それはわれわれの領域で起こるのではなく、非我の領域で起こる」と訳さ
れている。





の関係である」（SS, GA, I/5: 100; SW, IV: 99; SE, p.96）.











































きである」（SS, GA, I/5: 265; SW, IV: 299; SE, p.285）.
36 SS, GA, I/5: 265; SW, IV: 299; SE, p.285.











4 4 4 4
要とする




















38 Appelation an das Publikum, 〈『無神論の告訴に対して公衆に訴える』、第 11 巻〉、GA, I/5: 451; SW, V: 236; Appeal to 
the Public, trans. Curtis Bowman, in J. G. Fichte and the Atheism Dispute （1798-1800）, ed. Yolanda Estes and Curtis 
Bowman （Burlington, VT: Ashgate, 2010）, p.123.
39 BM, GA I/6: 267; SW, II: 266; VM, p.81.
ⅲ 引用符が付いているが、この部分（特に後半の 2 文）は要約になっている。








































41 SS, GA, I/5: 77; SW, IV: 68; SE, p.70.
42 SS, GA, I/5: 77; SW, IV: 68; SE, p.70.














































44 SS, GA, I/5: 159; SW, IV: 171; SE, p.162.
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〔Zweckmäßigkeit〕を、すなわち人が自分のためにこの客体に関して定めるであろう、ある任意の目的
4 4 4 4 4 4 4
〔beliebigen 
Zwecken〕に役立ち得ること











ある」（SS, GA, I/5: 158-60; SW, IV: 170-71; SE, pp.161-63）.












































49 SS, GA, I/5: 78; SW, IV: 69-70; SE, p.71
50 SS, GA, I/5: 82; SW, IV: 74; SE, p.75.




































52 GA, I/6: 414; IWL, p.181.
53 BM, GA, I/6: 289-93; SW, II: 295-99; VM, pp.103-07 を見よ。
54 SS, GA, I/5: 248; SW, IV: 277; SE, p.264.















56 GA, I/5: 353; SW, V: 184; IWL, p.149-50.
本稿では以下の略号が用いられている。〈ドイツ語版の書名の後に邦題と晢書房版全集の収録巻数を付す。〉
BM = Fichte, Die Bestimmung des Menschen ［The Vocation of Man］〈『人間の使命』、第 11 巻〉（1800）.
EPW = Fichte: Early Philosophical Writings, ed. and trans. Daniel Breazeale（Ithaca, NY: Cornell University Press, 1988）.
FiG = Fichte im Gespräch: Berichte der Zeitgenossen, ed. Erich Fuchs（Stuttgart-Bad Cannstatt: Frommannn-Holzboog, 
1978ff.）.
GA = J. G. Fichte-Gesamtausgabe der Bayerischen Akademie der Wissenschaften, ed. Erich Fuchs, Reinhard Lauth†, and Hans 
Gliwitzky†（Stuttgart-Bad Cannstatt: Frommann-Holzboog, 1964ff.）.〈この著作への参照指示は以下の形式でなされて
いる : GA, X/Y: 21 = 第 X 系列／第 Y 巻、21 頁。〉
GEWL= Fichte, Grundriss des Eigenthümlichen der Wissenschaftslehre in Rucksicht auf das theoretische Vermögen ［Outline of 
the Distinctive Character of the Wissenschaftslehre with Respect to the Theoretical Faculty］〈『知識学の特性綱要―理論
的能力に関する―』、第 4 巻〉（1795 ; 英訳は EPW に収録）.
FNR = Fichte, Foundations of Natural Right, ed. Frederick Neuhouser, trans. Michael Baur （Cambridge: Cambridge University 
Press, 2000〈GNR の英訳〉）.
FTP = Fichte: Foundations of Transcendental Philosophy (Wissenschaftslehre) nova methodo, ed. and trans. Daniel Breazeale 
（Ithaca, N.Y.: Cornell University Press, 1992）. WLnm の英訳。
GNR = Fichte, Grundlage des Naturrechts ［Foundations of Natural Right］〈『自然法論』、第 6 巻〉（1796/97 ; 英訳は FNR）.
GWL = Fichte, Grundlage der gesammten Wissenschaftslehre ［Foundations of the Entire Wissenschaftslehre］〈『全知識学の基
礎』、第 4 巻〉（1794/95; 英訳は SK）.
SE = Fichte, System of Ethics, ed. and trans. Daniel Breazeale and Günter Zöller （Cambridge: Cambridge University Press, 
2005）. SS の英訳。
SK = Fichte: Science of Knowledge (Wissenschaftslehre), with First and Second Introductions, ed. and trans. Peter Heath and 
John Lachs （Cambridge: Cambridge University Press, 1982 ［orig. NY: Appleton-Century-Crofts, 1970］）. GWL の英訳〈『知
識学への第一序論』『知識学への第二序論』（いずれも第 7 巻）も収録〉。
SS = Fichte, System der Sittenlehre ［System of Ethics］〈『道徳論の体系』、第 9 巻〉（1798; 英訳は SE）.
「自然は抗うべき相手なのか―J.	G.	フィヒテの前期知識学における自然界の位置と意味について―」
- 205 -
SW = Johann Gottlieb Fichtes sämmtliche Werke, ed. I. H. Fichte, eight vols. （Berlin: Viet & Co., 1845-46）; rpt., along with the 
three vols. of Johann Gottlieb Fichtes nachgelassene Werke （Bonn: Adolphus-Marcus, 1834-35）, as Fichtes Werke （Berlin: 
de Gruyter, 1971）. この著作への参照指示は以下の形式で行う : SW, X: 22 = 第 X 巻、22 頁。
VM = Fichte, The Vocation of Man, trans. Peter Preuss （Indianapolis, IN: Hackett, 1987）.  BM の英訳。
WLnm = Wissenschaftslehre nova methodo〈『新たな方法による知識学』、第 7 巻〉（1796-99 ; フィヒテの体系の基礎的
な部門についての私的講義を改訂したもので、学生による手稿。英訳は FTP）.
 注釈と翻訳に関する注：参照指示は以下のように与えられる。最初に著作のタイトルの略号、次にテクストのド
イツ語版への参照指示の略号、そして最後に同じ著作の英語訳への参照指示の略号。英訳は全て筆者によるものだが、
標準的な英訳が存在する場合は、参照指示はそれに対して与えられる。
